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 実体験を通して 

 朝の気温がひとけたになり、一気に冬がやってきたように感じる。木々

の紅葉はまだだ。恵田小の紅葉は毎年２０日ごろが見ごろとなる。少し

ずつ紅葉も進んでいくだろう。 

 学校での活動は、教科の学習を行う授業と、行事が中心で、その他、

学校生活全体が学びの場となっている。このごろよく言われるが、しば

らくすると、ＡＩ（人工知能）が、人が行っていたかなり多くの仕事を

行うようになるという。また、タブレットパソコンなどのアプリによる

自学自習で、記憶を中心とした学習は済んでしまうとも言われている。 

 このようななか、学校教育の強みは、人とかかわりながら実体験を通

して学びが行えることである。このことを大切にしていきたい。 

 ６年生は修学旅行、１～５年生は社会見学を行った。これは、人とか

かわりながら行った実体験である。たいへん価値ある学習である、実体

験が大切だと言っても、ただ行わせるだけではいけない。体験の質をあ

げる指導が必要である。修学旅行も社会見学も事前指導が充実したもの

となり、校外での体験学習としてたいへんよいものとなった。 

 恵田には、価値ある体験を通した学びがた 

くさんある。その学びを充実させたい。そし 

て、教科学習を中心とした授業も、「手（体） 

・頭・心」をフルにはたらかせる体験的なも 

のにし、恵田っ子に本物の、生きてはたらく 

学力をつけていきたい。 
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（
こ
こ
ろ
）
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（
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ご
）
い
た
こ
と
を 

二
学
期
（
に
が
っ
き
）
の
恵
田
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（
え
た
し
ょ
う
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は
た

く
さ
ん
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と
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あ
り
、
恵
田
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ん
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六
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り
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五
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）
、
ど
う
で
し
た
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。
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。
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っ
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つ
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ま
と
め
を
し
っ
か
り
と
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
心
が
動
い

た
と
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す
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く
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あ
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。 

写
真
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と
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う
に
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あ
る
場
面
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ば
め
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の
様
子
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よ 

う
す
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を
短
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み
じ
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い
こ
と
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で
表
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

こ
れ
ま
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
こ
れ 

か
ら
あ
る
収
穫
感
謝
祭
（
し
ゅ
う
か 

く
か
ん
し
ゃ
さ
い
）
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

（
た
い
か
い
）
な
ど
も
よ
い
で
す
。 
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